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17.強結合超伝導体Nb3Sn,V2HfのNMRによる研究

柴 田 直 也

V2日E. Nb3Sn な どの弛結合細伝媒体は かな り高 い超伝導転移温庇 と茄二

拙界磁坊 を持つ ことから､ 古 くか ら大 きなEXIJLhを兆 めてきた. しか し､ そ

の超伝導 の メカ ニズムは従来 のBCS超伝導 として捉 え られて きた. ところが

近咋 になって Anderson らは, これ らの物‡守が従来 のBCS点王伝媒体 とはかな

り異 なる物性 を持つ ことを指摘 した. 例 えば､ 曙気抵抗が高現 において飽

和 した り祥比率 が強 い温度依存性 を示す.

松帆 三宅 らは これ らの異常な物性 が HeavyFeTmlon(‖F)においても見

られ ることよ り, 理 論の立切 か ら強3.7t合 初伝埠作 をある唖 のHFと して扱 っ

た｡ flFにぢいて は. 幅の狭 いBandが形成 きれ､ その結果異常な物性 が現 れ

る と考え られて いる. それ に対 して､ 披 らは強結合初伝媒体において狭 い

Bandが形成 され る起源 として､ 局在ス ピンの二つの 自由度の代わ りに原子

の位 正の 自由度 を二つ として考えたTLもモデル を提示 した. 更 に このモデル

で は超伝導 ギャ ップ がBCS理 約か ら予想 され る等方的 なものではな くHF超伝

連体 にみ られ るような奥方的 な初伝ヰ ギャ ップが予想 されていて いる.

そ こで我 々は､ この間斑 に答 えるべ くV2HL Nb3Snの核 ス ピン格子穏和時

間 (Tl)を測定 した. この際､ 特にゼ ロ地場で の超伝婆状僧 におけ る舷和 を

測定す るために FieLdCycle法 を用 いた｡ その結果､ 1′Tlが温度 の5乗 に

比例 した拍非 い を示 した･ 羊れは･ 初伝埠 ギャップがt点で消失す る異方 的

血伝洋で あるこ とを示 して いる.
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